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とちぎ市民活動推進センターくらら 
 

●休 館 日  

水曜日・年末年始 

●開館時間   

月～土 10:00～21:00 

日・祝 10:00～17:00 

とちぎ市民活動推進センター情報紙      2015年 6月 Vol.116 

 

 

〒328-0043  栃木市境町１９番３号駅前庁舎１F 
Tel 0282-20-7131 Fax0282-20-7132 
E-mail kurara-tochigi@cc9.ne.j p  
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 
 

 
 

◆日 時 平成 27年7 月1 日（水）19:00～21:00 
◆会 場 第 3 地区コミュニティセンター大会議室 
◆講 師 佐藤 晴雄 氏（日本大学教授、全国コミュニティ・スクール連絡協議会事務局長） 

◆日 程 19:00～19:20 とちぎ未来アシストネットについて 

      19:30～20:30 講演 

      20:30～21:00 参加者との意見交換 

◆後援 栃木市教育委員会 

◆主催／問合せ とちぎ市民活動推進センターくらら 

                      ☎0282-20-7131 

※臨時駐車場は栃木駅北口交番南側（砂利部分）です。 
 

まち全体で子どもを育むという 

思いと行動が全国に広がっています。

皆さんも一緒に考えてみませんか？ 

高校生のためのボランティア講座のお知らせ 

蔵の街高校生ボランティアスクール 入門編 

◇日 程 7／25（土）10:00～16:00開講式（学悠館高校）・市内施設巡り 

7／27（月）～8／6（木）各体験場所でのボランティア活動（2日間） 

8／7（金）10:00～16:00 ふりかえり・先輩の体験談 閉講式（学悠館高校）   

◇体験場所  

 

 

 

 

◇対象者 市内在住または市内の高校へ通学している高校生・全日程に出席可能な方 

◇定 員 30 名（定員を超えた場合は抽選） 

◇参加費 500円（保険料・資料代）※7／25に集めます。 

◇共 催 （社福）栃木市社会福祉協議会  栃木県立学悠館高等学校校外活動センター 

とちぎ市民活動推進センターくらら  栃木市  栃木市教育委員会 

◇申込み受付期間 6月 15日（月）～6月 30日（火）必着 

◇申込み／問合せ  0282-22-4457  FAX 0282-22-4467（栃木市社会福祉協議会） 

 

 

ボランティア・まちづくりに興味のある高校生の皆さん、ぜひ参加してね！ 

栃木市いまいずみ児童館／デイサービス福寿園／キッズホームとちぎ／栃木市そのべ児童館
／大平高齢者デイサービスセンターまゆみ／社会福祉協議会西方支所（学童）／コープデイ
サービスセンター今泉／㈱栃木ウーヴァ FC／こどもサークル／子どもフェスティバル／ 
蔵の街サマーフェスタ／太平少年自然の家どきどきキャンプ（予定）／嘉右衛門町伝建地区
クリーン作戦／GOGO 選挙！／戦後 70 年非核平和事業／みなみ★スペシャルサマーホリ
デー／ゆるキャラ栃木市 PR キャラバン／つがの里／くらら 



                                                                                                                                                                                                                               

                                                          

 

  

登録 No 団 体 名 活 動 内 容 

481  蔵の街花火大会実行委員会 蔵の街花火大会にあたる準備と運営。 

482 
NPO 法人 

サバイバルネット・ライフ 

DV 被害女性と子どもたちの自立援助、地域で安全に生きるための 

支援。相談・カウンセリング・保護。啓発研修、自助グループの開催。 

■6 月 9 日（火）19:00～20:00 ききょうの花プロジェクト 大竹伸子さん 

                        「静かなたびだちカードを書こう」 

■6 月 19 日（金）14:00～15:00 つるまいあ～と教室 熊倉洋子さん 

「リメイクでよみがえる着物たち」 

■7 月 9 日（木）13:00～14:30 ネットワークとちぎ 星野進さん「歌麿と栃木」 

■7 月 19 日（日）16:00～17:00 油伝味噌 小池英夫さん「ミソにまつわるエトセトラ」 

※登録団体数 211 団体 登録会員数 22,247 名（4 月末現在） 
※くららでは市民活動団体の登録を随時受け付けています。 

 

日 時 6 月 14 日（日）14:00 開演 

会 場 栃木市栃木図書館会議室 

出 演 朗読を楽しむ会 

定 員 50 名 

申込み／問合せ ☎0282-22-3542 

★日 時 ６月 23 日（火）10:00～15:00 

★会 場 とちぎ福祉プラザ 1 階多目的ホール 

★内 容 10:30～12:00 講演 

   『困難を抱える子どもの現状と対策について』 

    中野 謙作 氏（栃木県若年者支援機構 代表理事） 

      13:00～14:00 活動報告 

      14:15～15:00 和太鼓演奏 

★入場料 無料 

★問合せ ☎028-673-7876（福田） 

 

講 師 小川 みち子氏（人形劇団くぐつ） 

日 時 7 月 4 日（土）10:30～12:30 

会 場 栃木市大平公民館 視聴覚室（予定） 

参加費 女性限定ひとり 1,000 円 

※託児あり・お子様の参加は別途 500 円かかります。 

申込み／問合せ ☎090-5990-0248（ヤマモト） 

（ショートメール受付） 

 

  9 日と 19 日はくららに来て話をしよう！という井戸端風サロンが「くららで話そ！」です。 

各回テーマを持ったゲストをお呼びし、その時集まった方々とともに話をふくらませていきます。 

曜日やゲストによって時間もいろいろですが、「ゆる～く、なが～く、あちこち…つながっていく」 

そんなイメージで 2007 年に始まってから、すでに 192 回を数えました！ 

どなたでも参加できます。興味のある回から、お気軽に「ちょこっと」のぞいてみませんか？ 

お待ちしています！ 

９日と１９日は、 
 
くららに来て、みんなで話そ！ 

参加無料・予約不要・お気軽に！ 

 

くららで話そ！ これからの予定  

▲参加資格 小学 1年生から大人まで（経験不問） 

▲ワークショップ開催日 月 1 回 全 10 回 

（2015．6／20～2016．3／12） 

▲時 間 17:30～20:30 

▲練習場所 栃木南中学校開放教室 

▲内 容 ダンス・歌・発声・演技 

▲講師陣 安藤喜代・矢内弘子・茂呂久美子・須甲ひろみ 他 

▲参加費 20,000 円（全期 10 回分） 

▲申込み／問合せ  

☎＆fax 0282-22-1437（大阿久） 

 

5 月 16 日（土）、4 団体が参加して、 

パネルつくりに取り組みました。 

はじめから作る団体あり、以前作ったパネルを作り 

かえる団体あり（情報は更新が大事ですから！）。 

文字の後ろに色紙を貼ったり、写真の配置を考えたり、

あ～でもないこ～でもない、これいいんじゃない！と 

にぎやかに取り組んで、それぞれ趣向を凝らした 

ステキなパネルができあがりました！ 

みなさま、大変お疲れさまでした。 

 

団体の皆さんが作ったパネルは、常にくららに掲示してあります。 

協働まつりなど、各種イベント時には会場に掲示し PR します。 

「百聞は一見に如かず」「パネルは口ほどに物を言う」…！ 

ぜひ、あちこちに持ち出して、どんどん活用してくださいね！ 

                   

くららでは市民活動に役立つ講座を随時開催しています。情報紙、

フェイスブックなどで『ピン！』ときたら、ぜひご参加くださいね！ 

♣日 時 7 月 19 日（日）13:30 開演 

♣会 場 栃木市都賀文化会館（ハートホール） 

♣参加費 500円 高校生以下無料 

♣問合せ fax 0282-22-8090（松本） 

     ☎＆fax 0282-27-8094（狐塚） 

 

日 時 6 月 20 日（土）13:30～ 

会 場 とちぎ市民活動推進センター 

内 容  自民党改憲草案を読む  

第三章「国民の権利及び義務」 

第２５条（生存権など） 
問合せ ☎0282-22-7079（増田） 

Ｅメール oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp 

△日 時 7 月 4 日（土）13:30 開演 

△会 場 妙唱寺 洗心閣（嘉右衛門町 11-21） 

※プログラム むかし語り 薩摩琵琶の演奏 

△問合せ ☎080-5424-2994（間中） 

 

楽しい会        ハーモニー       茶話サロン“なでしこ”    下野民話館  

“とちぎ夢ファーレ”助成事業 



『自分たちの暮らす地域の資源を発掘して活用する』…小原さんのお話は参考になりましたね。プロスポーツが地域の 
重要文化財になりうる、という発想は新鮮でした。がんばれ！栃木ウーヴァ FC！次のホームゲームは 6／7（日）13:00
栃木市運動公園陸上競技場へ GO！この 4 月からくららスタッフに仲間入りした宇田川大介君（26 歳）。火曜日と金曜日
18:00～21:00 勤務です。よろしくお願い致します。人材発掘もくららの仕事急に暑い日々！皆様ご自愛くださいね～ 
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※くららは、指定管理者として特定非営利活動法人ハイジが栃木市の委託を受けて管理運営しています。 

くらら情報紙は毎月１日発行です。 

下記のところに置いてあります。 
 
栃木市役所・各総合支所・各公民館・各図書館・各文化会館・ 
蔵の街美術館・各商工会（議所）・各児童館・各老人福祉センター・市民
会館・山車会館・蔵の街観光館・保健福祉センター・勤労者総合福祉セ
ンター・地域子育て支援センター・ ・シルバ
ー大学校・総合体育館・プラッツおおひら・ゆうゆうプラザ・隣保館・
遊楽々館・こなら館・県内市民活動センター・近隣のボランティアセン
ター・市内協力店・くららカウンター 
 
「登録団体からのお知らせ」（講座・イベント情報など） 
「くららレポート」（団体の活動紹介）原稿をお待ちしています！ 

※くららホームページから情報紙の印刷もできます。 
URL http://www.kurara-tochigi.org 

 

 
くららの駐車場は 10 台程度。 

乗りあわせでお願い致します。 

 

 

2008 年冬～09 年夏頃まで実施された「J クラブが地域にもたらす効果」に関する調査に 

基いた豊富な事例を紹介しながら、プロスポーツクラブを活用したまちづくりの可能性に 

ついてお話しいただきました。さまざまな改善策を掲げ低迷期を乗り越え、地域力の向上を 

実践してきたチームのお話は、実に説得力がありました。栃木ウーヴァ FC についても、 

市民、自治体、スポンサー企業、商店街、地域マスコミ等が 

クラブの担い手となって、どれだけ連携できるか。 

それぞれの強みを発掘することなど、アドバイスをいただきました。 

J リーグ、J クラブは、地域活性化に関する情報・実績を多く持つことも大事。 

小原さんのスポーツ文化に対する熱い思いが伝わってくるセミナーでした。 

■アンケートより■ウーヴァＦＣは、地域の象徴となれるだけのポテンシャルを持っていると思うが、特定の 

クラブを支援することについて、市民の十分なコンセンサスがえられているとは言いがたい。行政がクラブを使っ

て何ができるか。クラブは地域に何ができるかを考えていくことが大切■プロスポーツが地域にもたらすプラスの

効果は理解できたがマイナスの点もあると思われるので、もう少し客観的に示されるといい。質疑は有意義だった。

■職員としてまた一市民として応援したい■サッカークラブの話ばかりで、他のスポーツももっと聞きたかった。

もっと身近なスポーツクラブの話が聞きたかった■プロスポーツクラブが地域にもたらす効果について、地域、 

企業、自治体等の連携が様々な効果をもたらすことがわかった。市民協働も 

地域を思う心「地域愛」を育むことにつながるのではないかなと感じた 

■スポーツチームと市職員が協力することで市への貢献もすることができ、 

市民とのつながりを持つことができる。しかし、それにはまず資金を集め、 

チームの勝率が関わってくるということがわかった。市民の関心を集める 

ためには、まず、市民と積極的に関わっていくことが大切なのではないか 

■特に、過去の危機的状況を経験しながらも地元企業や地元市民の強力な支援により驚異的に観客動員を伸ばした

３つのチームの話は、市民協働のまちづくりを進める上での参考になった■地域にプロスポーツクラブがあること

は、地域の活性化のチャンス。市外からのお客さんが来ることにより、栃木市のＰＲ、商店街の活性化また集客増

によっては送迎バス等の増加→コミュニティバスの増発、利用者の安定など多方面での効果が期待される。 

 

 

小原 爽子氏 

 


